


経営理念

サステナビリティ

AKIBAホールディングスは、『持続可能な未来社会を ITで実現する』ことをミッショ

ンとし、ITを通じて豊かで持続可能な情報化社会の実現に貢献してまいります。

また私たちAKIBAホールディングスの使命とは、事業を通した社会貢献と法令の遵

基本的な考え方
守だけではなく、企業倫理に則った公正かつ、適切な事業運営を通じて、地球環境及び

人類の持続可能な発展に貢献することであると考えています。この使命を果たすべく、

日々取り組みを進めています。

持続可能な未来社会を ITで実現する
For a sustainable future with IT

Mission

Value
テクノロジーの価値を信じて、この世の中をより良く変えていきます。

常に社会に貢献し続ける企業であり続けます。

グループのミッション、ビジョンを理解し、各社の目標設定に従って行動します。

ゴールを明確にし、組織全体で挑戦し続けます。

顧客のニーズを的確に把握し、より良い技術、製品サービスを提供します。

自己の都合を優先させず、顧客のことを第一に考えます。

コンプライアンスを重視、優先し、目標を達成します。

物事＝事業＝製品サービスにこだわり抜き、徹底的にあらゆる角度から考え抜きます。

高度に合理的な思考方法を貫きます。

変化や独自性への貪欲さや情熱を持ち続けます。

人間の多様性、精神性や情動、デザインや芸術性にこだわります。

先端技術を追求し、製品、サービスの提供及び経営における
ITの最先端企業となります。

探究、挑戦することを恐れず、忘れず、革新的なデザインと IT

の力で社会に革新をもたらします。

ITを駆使して、法令を遵守し、持続的成長が可能な企業形成
を推進します。

日々刻々と変化する社会において、ITを活用した新しい価
値を創出し続けます。

Vision
先端技術の追求 弛みない革新への挑戦

持続型企業の形成 新しい価値の創出

マテリアリティ（重要課題）

AKIBAホールディングスは、社会に価値ある未来を創造する IT企業グループとして、
「新しい価値を創造するために、あくなき先端技術への追求と

弛みない革新への挑戦をする」ことを通して、地球環境及び人類の持続可能な発展に貢献します。

社会とAKIBAホールディングスが持続的に成長するための重要課題として「マテリアリティ」を特定しています。

経営の効率化や省エネルギー化で
環境負荷の低減に貢献

環境保全

社員が常に世の中の
新しい価値を創造する

人材育成及び
労働環境の醸成

IT技術による積極的な
社会貢献活動

社会貢献 公正取引

透明性の高い適正な取引

法令遵守

法令・社会規範及び
その精神を遵守



UPDATE  AKIBA
株式会社AKIBAホールディングスをはじめとするAKIBA
グループは、1983年の創業以来、人とテクノロジーの可能
性を信じ、「持続可能な未来社会を ITの力で実現する」ため、
世の中をより良くしようと挑戦する人たちが直面する様々
な課題を解決する、ICTソリューションカンパニーとしてグ
ループ事業を展開してまいりました。祖業であるコンピュー
ター製品・IoTソリューション事業を中心に、通信建設テッ
ク事業やHPC事業等へと事業を展開し、電気機器及び情報
通信関連事業分野において製品・ソリューションを幅広く
総合的に提供する企業グループへと大きく成長しておりま
す。

我々 AKIBAグループは、世界をより良くするために新しい
価値を創造し、様々なソリューションを提供することで、世
の中に貢献してまいります。本格的な IoT時代の到来や人工
知能（AI）活用による自動化など、ダイナミックに変動する社
会をリードすべく、我々もアップデートしてまいります。 代表取締役社長 堀 礼一郎

2023年６月
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信用と人を大切に、新しい力で変えていく、そして変化を楽
しむ。
世界をより良くするためにたくさんの人たちが今日も挑戦
しています。
私たちは、人とテクノロジーの力を信じて、あくなき挑戦心
で世界をアップデートしていきます。

皆さまにおかれましては、引き続きご支援賜りますとともに、
これからのAKIBAグループにご期待ください。



株式会社バディネット

通信建設テック事業

株式会社AKIBAホールディングス

持株会社としてグループ全体の経営戦略の策定・推進、
グループ経営の監査、その他経営管理並びにそれらに付帯する業務
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グループ企業一覧

エンジニアリング事業

コンタクトセンター事業

BPO事業

通信コンサルティング事業

システム開発・受託事業

人材派遣・人材紹介事業

株式会社HPCテック

HPC事業

高性能計算機の開発・製造
及び販売事業

株式会社アドテック
株式会社

ダイヤモンドペッツ＆リゾート

メモリ・PC関連デバイス・
IoT事業

その他事業

旅館事業

ペット商品事業

IT事業

イベント事業

不動産事業

メモリ製品の製造・販売

パソコン周辺機器等の販売

産業用PC・サーバーの販売

ワークステーション・

ネットワーク機器の販売

AMD APPパートナー事業

IoT製品及びサービスの開発・販売

カスタム電源開発・販売

電子回路の開発・設計・製造

株式会社リーバン
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セグメント別構成比（2023年3月末日現在）
※各セグメント単純合計値（セグメント間取引含む）に占める割合

連結売上高

15,007百万円

連結営業利益

1,063百万円

経常利益／親会社株式に帰属する当期純利益
親会社株式に帰属する当期純利益（3月期／単位：百万円）

売上高
（3月期／単位：百万円）

総資産／純資産
（3月期／単位：百万円）純資産

グループ従業員数
（3月期／単位：人）

※平均臨時雇用者数を含んでおります。

業績ハイライト（2023年 3月期）

会社概要

取締役会長　馬場　正身
代表取締役社長　堀　礼一郎
取　締　役　五十嵐　英
取　締　役　冨山　理布
取　締　役　後藤　憲保
社外取締役　丸山　一郎

社外取締役　黒部　得善
社外取締役　後藤田　翔
常勤監査役　内藤城次郎
社外監査役　石本　圭司
社外監査役　西田　史朗
社外監査役　中川　英之

役員

株式会社AKIBAホールディングス
(英語表記 AKIBA Holdings Co., Ltd.)

商　　　号

1983（昭和58年）年2月17日設　　　立

〒104-0045
東京都中央区築地2-1-17
陽光築地ビル

本　　　社

100,000,000円資　本　金

3月決　算　期

持株会社としてグループ全体の
経営戦略の策定・推進、グループ経営の監査、
その他経営管理並びにそれらに付帯する業務

事 業 内 容
株式情報

東京証券取引所スタンダード上場証券取引所

6840証券コード

27,328,000株発行可能株式総数

9,192,560株発行済株式数

100株単元株式数
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（5,874百万円）

メモリ・PC関連デバイス・
IoT事業

39.09%

通信建設テック事業

（6,096百万円）
40.56%その他事業

（326百万円）
2.17%

HPC事業

（2,731百万円）
18.18%

売上高※
メモリ・PC関連デバイス・

IoT事業

（214百万円）
20.07%

通信建設テック事業

（551百万円）
51.68%

その他事業

（50百万円）
4.77%

HPC事業

（250百万円）
23.49%

営業利益※
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1980年代 電子部品及び電子機器の製造開発並びに販売を目的として株式会社アドテックを設立1983.2

2010 年代

株式会社エッジクルー（現 連結子会社／株式会社アキバデバイス）を設立2013.5

大阪証券取引所と東京証券取引所の現物市場の統合に伴い、東京証券取引所JASDAQ（ス
タンダード）（現 東京証券取引所スタンダード）に株式を上場

2013.7

株式会社ティームエンタテインメントを買収2013.12

株式会社バディネット（現 連結子会社）を買収
それに伴いバディネットの完全子会社である株式会社モバイル・プランニングもグループに加える

2015.1

会社分割により純粋持株会社へ移行するとともに、株式会社アドテックから株式会社
AKIBAホールディングスに商号変更
株式会社アドテック（現 連結子会社）を設立

2015.10

iconic storage株式会社を買収2016.4

株式会社HPCテック（現 連結子会社）を買収2017.1

株式会社ティームエンタテインメント株式を売却2018.2

株式会社バディネットが保有する株式会社モバイル・プランニングの株式を現物配当により取得2018.12

株式会社モバイル・プランニング株式を売却2019.9

ウェブソリューション事業を株式会社エッジクルーから株式会社バディネットに移管、通信コ
ンサルティング事業に統合

2019.7

ミナトホールディングス株式会社と業務提携

2020年代

株式会社ダイヤモンドペッツ＆リゾート（旧 株式会社AKIBA LABO福岡）にて新規事業（ペッ
ト同伴温泉旅館「鬼怒川 絆」の運営）を開始

2020.5

ペット同伴温泉旅館「鬼怒川 絆」がグランドオープン
株式会社バディネットが株式会社トランテンエンジニアリングを買収

2020.10

株式会社アドテックがシーアールボックス株式会社を買収2021.10

2022.4 東京証券取引所の市場区分の再編に伴い、東京証券取引所スタンダードへ移行

2022.9 資本金700,000,000円から100,000,000円に減資

株式会社バディネットが iconic storage株式会社及び株式会社トランテンエンジニアリング
を吸収合併

2021.4

2000年代
ISO14001登録（環境マネジメント システム）2002.8

日本証券業協会への店頭登録を取消し、ジャスダック証券取引所（現 東京証券取引所スタ
ンダード）に株式を上場

2004.12

2022.10 株式会社アドテックがシーアールボックス株式会社を吸収合併

1990年代

パソコン用増設メモリモジュールの製造販売を開始1993.6

1株の額面金額を50,000円から500円に変更するため、株式会社エフ・ケーインターナ
ショナルと合併

1997.10

日本証券業協会に株式を店頭登録1998.11

ISO9001登録（品質マネジメントシステム）1999.12

2022.11 株式会社バディネットが株式会社リーバンを買収

2022.12 株式会社エッジクルーから株式会社アキバデバイスに商号変更

2024.01 株式会社アドテックが株式会社アキバデバイスを吸収合併



株式会社アドテック

代表取締役社長　下津 弘享

IT技術の目覚ましい進歩が次の時代の大きな変革となっており、
産業界においても IT技術のさらなる活用と研究・開発、並びに
無人化や省力化を実現する自動化技術が進んでいます。私たち
アドテックが目指すのは、次の時代へと繋がるテクノロジーを
応用した製品やサービスの開発です。これからもアドテックは、
ハードウェア・ソフトウェア分野における各種 ITソリューショ
ンの提供並びにメモリ関連製品、メモリ関連ソリューションの
技術の向上を図ります。そして IT時代の重要な架け橋になる企
業となることを目指し、社会の発展に貢献してまいります。

独自の技術開発力に基づいた
高品質・ 高付加価値な製品と
サービスを市場に提供し続け
ます。
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株式会社アドテック
(英語表記 ADTEC Corporation)

商　　　号

2015年10月設　　　立

東京都中央区築地2-1-17
陽光築地ビル

所　在　地

100,000,000円資　本　金

https://www.adtec.co.jpU　 R　 L

下津 弘享代表取締役社長

会社概要

CRB事業所 東京都八王子市大塚631-1

R&Dセンター 東京都町田市小山ヶ丘2-2-5-8
まちだテクノパーク センタービル7、8階

拠点

取得認証
「ISO9001:2015」品質マネジメントシステム
登 録 証 番 号：GIJP-0175-QC
認 証 範 囲：メモリ製品 (メモリモジュール及び
　　　　　　　　フラッシュメモリ応用製品 )の
　　　　　　　　製造管理及び販売
　　　　　　　　IoT機器の設計・開発・販売
初回認証登録日： 1999年12月1日

「ISO14001:2015」環境マネジメントシステム
登 録 証 番 号：GIJP-0175-EC
認 証 範 囲：メモリ製品 (メモリモジュール及び
　　　　　　　　フラッシュメモリ応用製品 )の
　　　　　　　　製造管理及び販売
　　　　　　　　IoT機器の設計・開発・販売
初回認証登録日： 2002年8月19日

特開2010-054383
特開2009-270891

2010年  3月11日
2009年11月19日

特許

ガスセンサ装置
ガスセンサ装置

文献参考 発明の名称 発行日 特許番号

特許4326582
特許4353999

大阪営業所 大阪府大阪市中央区道修町1-5-18
朝日生命道修町ビル6階

仙台事務所 宮城県宮城郡利府町花園2-6-1

台湾オフィス 台北市內湖區民權東路六段11巷37號

関連資格
一般労働者派遣事業　厚生労働大臣許可（派 13-317109）
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事業内容

プロダクトセールス事業部

メモリモジュールの規格を策定している JEDEC の会員で、
いち早く最先端の DDR5 メモリをリリースし、現在、主流の
DDR4 メモリやレガシーの DDR3 メモリ・DDR2 メモリ・
DDR1 メモリ等、様々なクライアント PC やサーバ・ワーク
ステーション、産業装置の多岐に渡るメモリ仕様にお応えす
る高品質な製品ラインナップで、製品供給、製品サポートを継
続展開しております。

メモリモジュール

フラッシュメモリは、法人用、個人用、産業用・工業用・組込
用途に適した長期安定稼働が可能な製品を、多岐に渡る用途
に合わせた最適なフラッシュメモリのラインナップをご用意し、
NVME SSD 等の最先端フラッシュメモリから、組込・産業用
で長期需要がある CF カード等のレガシーフラッシュメモリま
で、幅広い高品質な製品ラインナップと製品サポートを継続展
開しております。

フラッシュメモリ

組込・産業用マザーボードやPC、シングルボードコンピュータ
のラインナップをご用意、産業用メモリ製品で培った開発・製造・
品質管理のノウハウで産業用メモリと共に、高耐久、高品質な組
込・産業用PCを展開しております。

産業用パソコン

エッジ端末としての産業用 PCからエッジサーバ、ネットワー
ク、ソフトウェアまで、組込・産業用 PC のハードウェアの提
供だけでなく、エッジコンピューティングを推進するソリュー
ションを展開しております。

エッジコンピューティングソリューション

最新規格の最大 140W に対応した PD3.1 充電器や240W 対
応Type-C ケーブルの販売をいち早く日本で開始いたしまし
た。PD充電器は、企業や文教向けにも多く出荷されております。
先端技術からコモディティ製品まで販売計画をしております。

最先端技術を活用したガジェット

最先端商品を設計開発製造する海外メーカーの国内代理店を積
極的に行い、いち早くお客様へ最先端商品をお届けすると共に、
自社アドテック製品とのコラボレーションでのソリューション
展開を行っております。
◆インダストリアルソリューションベンダー　ASRock Industrial社
◆ハイエンドストレージデバイスメーカー　Other World Computing（OWC）社
◆エンタープライズネットワーキングベンダー　Ruijie Networks社
◆バッテリーソリューションのリーディングカンパニー　DEENO Technology社

魅力ある最先端商品を開発する他社海外メーカー製品の取り扱い
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会社概要 拠点

事業内容

IoTソリューション事業部

オリジナルの通信端末を使って、" こんなことができたらいい
な " と思うシステムを開発し、IoT のサービスとして提供をし
ております。

自社製品

鉛蓄電池
センシングシステム

遠隔水質
監視システム

IoT用通信端末

これまで次世代車載製品の開発や、画像 AI を用いた薬液量測
定システム、かたや基地局の施工用装置のメカ開発等、様々
な分野の製品開発をしてまいりました。ハードウェア・ソフト
ウェア・筐体設計やメカ設計に加えて、各種部材調達やセミ
カスタムボードの試作及び量産から、Cloud システムの開発
まで、お客様のあらゆるニーズに合わせて対応をいたします。

受託開発

ARM 系 CPU モジュールメーカーである Toradex© 社の正
規代理店として、製品の販売からサポートまでを一手に行い
ます。60 種類以上の CPU モジュールを取り揃え、画像処理、
AI 処理、超低消費電力等、用途に合わせた製品を選定するこ
とができ、またこれらの CPUモジュールを使用したカスタム
製品の開発もいたします。

CPUモジュールの販売

鉛蓄電池の寿命（劣化度合い）と状態をセンシングし、Cloud
で遠隔監視ができるシステムです。必要なのは IoT端末のみで、
後付けすることができ、また専用のソフトウェアも不要な為、
容易に IoT 化をする事ができます。一箇所で複数台の鉛蓄電
池を監視する際も、IoT端末間はBluetoothで通信する為、ケー
ブルレスで設置ができます。IoT による見える化で、リサイク
ルバッテリー等も安心して使うことができます。

鉛蓄電池センシングシステム

陸上養殖向けに、溶存酸素量と水温が24時間監視出来るシステ
ムです。他にも気温、湿度、画像データ等とも連携可能で、特に循
環濾過式養殖場のような閉鎖的な養殖場においても高度な水質
管理がいつでも、どこでも、スマートフォンやPCで、簡単に行う
ことができます。

遠隔水質監視システム
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事業内容

CRB事業部

高電圧入力、ケミコンレス等のユニークな標準電源など
「CRBOX」ブランド製品の多くは信頼性の要求される産業用
途に多数採用されており、全てカスタムも可能です。絶縁用
途の超高精度なアイソレーションアンプ「LX210」もご評価
頂いております。

自社製品

高機能なカスタム電源開発はもとより、長年培ったアナログ及
びマイコンを駆使した回路技術で低価格実現のため周辺回路
まで含めた＋αの最適化をご提案します。

受託開発・製造

UMEC（Universal Microelectronics）社：各種電源及びACアダ
プターにおいて低価格と高信頼性を実現。ミリ波マイクロ波セン
サーにも実績があります。CTC（Coil Technology Corporation）
社：DC-DCコンバーターに強く鉄道規格 IRIS認証(Silver)取得
により国内電源メーカーを凌ぐ品質と信頼性を確保。標準製品は
近年の部材入手難においても16週の短納期対応を実現していま
す。

台湾製高信頼性電源の輸入販売

主要取引先

エレマテック株式会社、
株式会社レスターエレクトロニクス、
株式会社システック、
富士エレックス株式会社、
株式会社ジェムコ、日研機器株式会社、
梅澤無線電機株式会社

代　理　店 主 要 顧 客 株式会社安川電機、株式会社日立製作所、
株式会社東光高岳、株式会社長府製作所、
株式会社東芝、三菱電機株式会社、
日新電機株式会社

※敬称略、順不同
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株式会社リーバン
(英語表記 LEAVAN.co)

商　　　号

2006年11月設　　　立
大谷 訓代表取締役社長

会社概要

島根県松江市宍道町伊志見71-19所　在　地
30,000,000円資　本　金

許認可番号
建設業許可
島根県知事許可（般-2）第8945号
土木工事業、電気工事業、電気通信工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、塗装工事業

代表取締役社長　大谷 訓

中四国エリア全域で、
通信土木を中心に培った長年の
経験と技術を生かし、安全かつ
迅速な施工を実現します。

株式会社リーバン

主要取引先

拠点 -コンタクトセンター主要取引先
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※敬称略、順不同

サンワコムシスエンジニアリング株式会社
株式会社中電工
株式会社ソルコム
日本電設工業株式会社
KFコネクト株式会社
富士古河E&C株式会社

拠　点

広島営業所 広島県広島市中区上八丁堀5-2
WAKO KMビル6階



移動体通信事業
置局（コンサルティング）から施工まで自社で一貫して行い、
それぞれの専門分野の責任者が連携をとり、円滑に安全かつ
効率的に進めます。　

置局／設計／施工／保守
docomo／ au／ソフトバンク／楽天

再生可能エネルギー事業

電気通信設備

通信土木工事業
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事業内容

再生可能エネルギーによる発電を行うための、条件を満たし
た最適な場所を探し、開発します。
　
太陽光発電／風力発電
用地の選定／地質調査／発電シュミレーション／周辺環境や
住民の方の調整／施工／保守

様々な電気・通信設備などを、土木工事から機器設置工事ま
でを自社施工し、円滑に品質の良いものをご提供いたします。
　
行政防災無線／放射線量測定器（モニタリングポスト）
ＥＴＣ／道路表示板／ＥＶ急速充電スタンド／など

電気通信業界での土木工事を長年に渡り自社施工してきてお
り、それにより培ったノウハウを活かしたモノづくりをご提供
します。
　
各基礎工／管路工／造成／穴掘建柱／外構工／など
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